












Effects of Cocaine and Ethanol on Mouse Fetuses 
(アルコールおよびコカインのマウス胎兜に及ぼす影響について)










に毎日 1 回50mg/kgのコカインを腹腔内投与したの妊娠l~ 日に11合児を取り III し、 1I台児外:ぷの観察を行い、
着床数、死亡胎児数、胎児体電、胎盤重量を記録し、コントロール群(無処置及びサッカロース投与群)、
エタノール単独投与群、コカイン単独投与時と比較検討したω 同時に、 10%エタノール溶液を自由に摂取
しているマウスの血中アルコール濃度を測定したc また、ラットにおいて、エタノール・コカイン同時技
勺ーにおいて、コカイン・コカエチレンの陥l中濃度を測定した。
【成績】着床数および胎盤重量は、各群聞に省怠E:は認められなかった。胎児体重および胎児死亡率はコ
カイン、ヱタノール併崩群において有忘な減少および増加が見られた。コカイン投与群に口荒裂、四肢の
異常が認められたが奇形発生は宵意では無かった。マウス血中アルコール濃度は、夜間活動期に高い値が
得られ、また、霞歯類において、コカエチレンの産牛ーが確かめられた。
【結論】妊娠中の低濃度のアルコールおよびコカインの単独投与が胎児に与える影響に較べ、両者の併用
は、有意な胎児毒性を示しコカエチレンの関与が、示唆された。
論文審査の結果の要旨
近年若年女性の飲泊.が増加し妊娠可能女性の飲酒が胎児に与える影響が懸念されている。また、コカイ
ンの乱用は年々1よがりをみせ、わが同においても時々紙面を賑わしている c アルコールとコカインを同時
に摂取するとコカインよりも毒性の強いコカエチレンが体内で生成されるという報告がある。そこで、マ
ウスに妊娠前よりアルコールを服用させ、また、同時に妊娠初期にコカインを投与し、その胎仔への影響
について検討した。
雌のICI{マウスを牛.後3過から10%エタノー Jレを白出に摂取させ牛後7週以後、雄と一晩交配させ、資
制牒栓の認められた日を妊娠ouとした。妊娠中もエタノー Jレは自由に摂取させ、妊娠 7日-9日に毎H
l凶50rng!kgのコカインを腹腔内投守した。妊娠18円に胎仔を取り出し、胎{f外表の観察を行い、着床数、
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死亡胎仔数、胎仔体重、胎盤重量を記録し、コントロール群(無処置及びサッカロース投与群〉、エタノー
ル単独投与群、コカイン単独段与群と比較検討したω 同時に、 10%エタノーノレ溶液を自由に娯取している
マヴスの血中アルコール濃度を測定した。また、ラットにおいて、エタノ-)レ・コカイン岡崎投与におい
て、コカイン・コカエチレンの血中濃度を測定した。
その結果、着床数および胎盤重量は、各群聞に有意差は認められなかった。胎仔体重および胎仔死亡率
はコカイン、エタノール併用群において前者の台ー意な減少と後者の増加がみられた。コカイン投与群に口
蓋裂、凶肢の異常が認められたが奇形発生率には差はなかった。マウス血中アルコール濃度は、夜間活動
期に高い怖が得られ、また、詔歯類において、コカエチレンの産牛.とその増加が確かめられた。
以上より、妊娠中の低濃度のアルコールおよびコカインの単独投与が胎付に与える影響に較べ、両者の
併用は有意な胎仔毒性を〆民し、コカエチレンの関与が示唆された。
本研究は、任娠中のアルコール及びコカインの同時投与が各々単独の場合よりも強い胎仔毒性を示した
ことから、コカヱチレンの関与を示唆した点で新しい知昆を示した。よって、著者は博士(医学)の学位
を授与されるに値するものと判定された。
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